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ま え が き

　宇宙進化研究センターの年次報告書第９号（2016 年度）をお届けする運びとなりました。
本センターは平成 19 年 11 月 1 日、愛媛大学の５番目の先端研究センターとして発足し
ましたが、早くも丸９年の歳月が経過したことになります。
　本センターは３部門、７名のスタッフ（専任４名と理工学研究科との兼任３名）で構成
されています。鍛冶澤賢助教が平成 29 年 1 月 1 日に准教授に昇格し、松岡良樹准教授が
平成 29 年 1 月 16 日に着任しました。ポスドク研究員３名も在籍し、規模は小さいなが
らも、活気あるセンターとなっています。センターが関与した大きなイベントとして、日
本天文学会 2016 年秋季年会の松山市開催があります。寺島雄一教授が地域開催地理事と
なり盛況のうちに終了したことは、天文分野への愛媛大学の貢献を示す良い機会になった
ものと思います。
　研究面では、すばる望遠鏡を使った大規模広域サーベイプロジェクトが本格的に始まり
ました。これは我が国の天文学史上でも極めて大きな規模の観測プロジェクトであり、科
学目的ごとにワーキンググループが組織されています。本センターは巨大ブラックホール
研究グループにおいて、主導的な役割を果たし、巨大ブラックホールの進化も含めた銀河
の形成進化の解明を目指します。現在、この研究に関連する成果が出てきており、今後の
展開が楽しみです。また、X 線天文衛星「ひとみ」が観測した天体の解析も進み、成果の
１つが Nature 誌に報告されました。現在も引き続き研究成果の論文化が進められていま
す。2020 年代の宇宙科学を見据えた動きも進行中です。センター教員は将来計画のコア
メンバーとして参加し、宇宙科学分野への貢献を行なっています。
　教育面では、平成 22 年度から始まった鹿児島大学理工学研究科の宇宙物理学部門との
連携授業を進めています。現在、ここで得た経験をもとに、より多くの大学と連携を行う
ための準備を進めています。将来は西日本地区での教育研究ネットワークに発展させ、天
文分野の教育研究に貢献できればと思っています。
　平成 27 年度に谷口前センター長の転出にともない「センターのあり方検討委員会」が
設置され、これまでのセンターの業績と今後のあり方について様々な角度から評価・検討
が行われました。本年度は、ここでの議論や指摘等を踏まえてセンターが新たにスタート
を切った１年目の年になります。研究や教育面で新たな展開に向けて進み出しております。
まだまだ未熟な点が多々あると思っておりますので、今後とも皆様のご支援を賜りますよ
う宜しくお願いいたします。

平成 29 年 6 月

愛媛大学宇宙進化研究センター
センター長　粟木　久光



― � ―



― � ―

　目  次

まえがき　………………………………………………………………………  1
１．総説　………………………………………………………………………  4

１．１　組織　……………………………………………………………  4
１．２　各部門の概要　…………………………………………………  5

２．研究者要覧　………………………………………………………………  6
３．研究成果　…………………………………………………………………10

３．１　原著論文　………………………………………………………�0
３．２　学会発表　………………………………………………………�5
３．３　招待講演・学会特別講演　……………………………………�6
３．４　解説記事　………………………………………………………�6

４．社会的活動　………………………………………………………………27
４．１　学協会委員など　………………………………………………�7
４．２　講演会・研究会・他大学での講演　…………………………�8
４．３　宇宙進化研究センター談話会　………………………………�9
４．４　講演会・研究会など（センター主催・共催・協力など）…�0

５．国際的活動　………………………………………………………………32
５．１　国際共同研究　…………………………………………………��
５．２　海外出張（海外調査・国際学会など）………………………��

６．学際的活動・共同研究　…………………………………………………34
７．研究助成費　………………………………………………………………35

７．１　科学研究費補助金　……………………………………………�5
７．２　その他の助成費　………………………………………………�5

８．特許　………………………………………………………………………36
９．教育活動　…………………………………………………………………37

９．１　卒業論文・修士論文・博士論文　題目　………………………�7
９．２　講義・集中講義　………………………………………………�8

10．広報　………………………………………………………………………41
10．１　宇宙進化研究センターニュース　…………………………4�

11．運営委員会　………………………………………………………………42
12．センター規則および運営委員会規定　………………………………43



― 4 ―

　１．総 説

１．１組織
　　　
　　　センター長　　：　粟木　久光

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■
　　　教授　　　　　：　長尾　透
　　　准教授（兼任） ：　鍛冶澤　賢
　　　准教授　　　　：　松岡　良樹
　　　特定研究員　　：　馬場　淳一
　　　特定研究員　　：　山下　拓時

■ ブラックホール進化研究部門 ■
　　　教授（兼任）　  ：　粟木　久光
　　　教授（兼任）　  ：　寺島　雄一
　　　特定研究員　　：　吉田　鉄生

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■
　　　准教授　　　　：　清水　徹
　　　助教　　　　　：　近藤　光志

■ 客員研究員 ■
　　　岩澤　一司　（Institucio Catalana de Recerca i Estudis Avançats Research Professor）
　　　藤田　裕　　（大阪大学大学院理学研究科　准教授）
　　　和田　桂一　（鹿児島大学大学院理工学研究科　教授）

■ 研究支援部研究拠点事務課研究拠点第一チーム ■
　　　課長　　　　　：　佐々木　昇
　　　チームリーダー：　松本　誠一
　　　事務補佐員　　：　今崎　芳江
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１．２　各部門の概要

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■
　宇宙に約 1000 億個もある銀河は、宇宙の大規模構造と呼ばれるフィラメント上の模様を作
り、100 億年以上に及び時間をかけて進化してきています。これら銀河や宇宙の大規模構造は、
未知の暗黒物質に操られて進化してきたことが分かってきました。本研究部門では，銀河、暗
黒物質、宇宙大規模構造の形成と進化を体系的に理解することを目的とし、研究を進めていま
す。

■ ブラックホール進化研究部門 ■
　宇宙にある銀河の大部分の中心部に巨大なブラックホールが存在していると考えられてお
り、そのような巨大ブラックホールは宇宙が始まって 10 億年後には既に存在していたことが
わかっています。本研究部門では、巨大ブラックホールが宇宙の中でいつどのように形成され、
現在観測されているような姿に進化してきたのかを理解することを目的とし、研究を進めてい
ます。

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■
　地球を取り巻く宇宙空間では、太陽フレアや地球磁気圏オーロラサブストームなどの爆発現
象が古くから知られており、その物理機構を解明することが宇宙プラズマ研究の最大の課題と
なってきました。近年の衛星観測から、いわゆる磁気リコネクションという素過程が基本的に
重要であることが分かっています。私たちは独自の理論を提唱し、フレアの物理機構を解明す
るとともに、計算機シミュレーションによって複雑なフレア現象の観測結果を説明することを
めざしています。　
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　２．研究者要覧

　　　　　　　　　　　　　　　■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

長尾　透　Tohru NAGAO
[ 職名 ] 教授
[ 電話 ] 089-927-9965　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 2004 年 3 月 東北大学大学院理学研究科天文学専攻博士課程

（後期課程）修了
[ 学位 ] 2004 年 3 月 博士（理学）
[ 所属学会 ] International Astronomical Union、日本天文学会
[ 専門分野 ] 銀河天文学
[ 主な研究テーマ ] 宇宙化学進化、巨大ブラックホール進化、第一世
代星探査
[ 受賞歴 ] 
第 9 回日本天文学会欧文研究報告論文賞（共同受賞、2005 年 3 月）
第 15 回日本天文学会欧文研究報告論文賞（共同受賞、2011 年 3 月）
第 22 回日本天文学会研究奨励賞（2011 年 3 月）

鍛冶澤　賢　Masaru KAJISAWA
[ 職名 ] 准教授　大学院理工学研究科数理物質科学専攻兼任
[ 電話 ] 089-927-9602　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 2004 年 3 月 東北大学大学院理学研究科天文学専攻博士課程

（後期課程）修了　
[ 学位 ] 2004 年 3 月 博士（理学）
[ 所属学会 ] International Astronomical Union、日本天文学会
[ 専門分野 ] 銀河天文学
[ 主な研究テーマ ] 遠方銀河の観測による銀河の形成・進化

松岡　良樹　Yoshiki MATSUOKA
[ 職名 ] 准教授
[ 電話 ] 089-927-9579　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 2009 年 3 月 東京大学大学院理学系研究科天文学専攻博士課程修了
[ 学位 ] 2009 年 3 月 博士（理学）
[ 所属学会 ] International Astronomical Union、日本天文学会
[ 専門分野 ] 光学赤外線天文学、観測的宇宙論
[ 主な研究テーマ ] 銀河と巨大ブラックホールの進化、活動銀河核、
宇宙可視光背景放射
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馬場　淳一　Junichi BABA
[ 職名 ] 特定研究員
[ 電話 ] 0422-34-3603　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 2009 年 3 月東北大学大学院理学研究科天文学専攻博士課程 
( 後期課程 ) 単位取得後退学
[ 学位 ] 2009 年 6 月博士 ( 理学 )
[ 所属学会 ] International Astronomical Union、日本天文学会
[ 専門分野 ] 宇宙物理学
[ 主な研究テーマ ] 高精度アストロメトリ観測、及び大規模数値計算
による天の川銀河の動力学・形成進化、銀河における星形成と星間媒
質進化

山下　拓時　Takuji YAMASHITA
[ 職名 ] 特定研究員
[ 電話 ] 089-927-8411　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 2015 年 3 月 東京工業大学大学院理工学研究科基礎物理学専
攻 博士後期課程 修了　
[ 学位 ] 2015 年 3 月 博士（理学）
[ 所属学会 ] 日本天文学会
[ 専門分野 ] 銀河天文学
[ 主な研究テーマ ] 銀河進化、巨大ブラックホール進化、及び衝突銀
河の観測的研究

■ ブラックホール進化研究部門 ■

粟木　久光　Hisamitsu AWAKI
[ 職名 ] 教授　大学院理工学研究科数理物質科学専攻兼任  宇宙進化
研究センター長
[ 電話 ] 089-927-9582　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 1991 年 2 月 名古屋大学大学院理学研究科宇宙理学専攻博士
課程（後期課程）修了　
[ 学位 ] 1991 年 2 月 博士（理学）
[ 所属学会 ] International Astronomical Union、American Astronomical 
Society、日本物理学会、日本天文学会
[ 専門分野 ] X 線天文学
[ 主な研究テーマ ] ブラックホール、活動銀河、　X 線望遠鏡
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寺島　雄一　Yuichi TERASHIMA
[ 職名 ] 教授　大学院理工学研究科数理物質科学専攻兼任
[ 電話 ] 089-927-9603　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 1998 年 3 月 名古屋大学大学院理学研究科素粒子宇宙物理学
専攻博士課程（後期課程）修了
[ 学位 ] 1998 年 3 月 博士（理学）
[ 所属学会 ] International Astronomical Union、American Astronomical 
Society、日本物理学会、日本天文学会
[ 専門分野 ] X 線天文学
[ 主な研究テーマ ] ブラックホール、降着円盤、銀河・銀河団などの
観測的研究

吉田　鉄生　Tessei YOSHIDA
[ 職名 ] 特定研究員
[ 電話 ] 089-927-8430　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 2011 年 3 月 東京理科大学大学院理学研究科物理学専攻博士
課程 ( 後期課程 ) 修了
[ 学位 ] 2011 年 3 月 博士 ( 理学 )
[ 所属学会 ] 日本天文学会
[ 専門分野 ] X 線天文学
[ 主な研究テーマ ] ブラックホール、降着円盤、ULX の観測的研究

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

清水　徹　Tohru SHIMIZU
[ 職名 ] 准教授 
[ 電話 ] 089-927-9969　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 1986 年 3 月 東北大学大学院工学研究科修士課程（前期課程）
修了
[ 学位 ] 1996 年 10 月 博士（工学）
[ 所属学会 ] American Geophysical Union、日本地球電磁気・地球惑
星圏学会、日本天文学会
[ 専門分野 ] 太陽系プラズマ
[ 主な研究テーマ ] 磁気再結合過程、磁気流体力学、非線形力学
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近藤　光志　Koji KONDOH
[ 職名 ] 助教
[ 電話 ] 089-927-8527　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 1997 年 3 月 愛媛大学大学院理学研究科物理学専攻修士課程

（前期課程）修了
[ 学位 ] 2007 年 9 月 博士（工学）
[ 所属学会 ] American Geophysical Union、日本地球電磁気・地球惑
星圏学会
[ 専門分野 ] 宇宙プラズマ物理学
[ 主な研究テーマ ] 磁気再結合に関連した地球磁気圏嵐、太陽フレア
現象などの数値的・観測的研究



― �0 ―

　３．研究成果

３．１　原著論文

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■
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Nomoto, K., Kokubo, M., & Doi, M., “An Effective Selection Method for Low-Mass Active 
Black Holes and First Spectroscopic Identification” , Publications of the Astronomical 
Society of Japan, 68, 40, 2016

Furusawa, H., Kashikawa, N., Kobayashi, M. A. R., Dunlop, J. S., Shimasaku, K., 
Takata, T., Sekiguchi, K., Naito, Y., Furusawa, J., Ouchi, M., Nakata, F., Yasuda, N., 
Okura, Y., Taniguchi, Y., Yamada, T., Kajisawa, M., Fynbo, J. P. U., & Le Fevre, O., “A 
New Constraint on the Ly α Fraction of UV Very Bright Galaxies at Redshift 7” , The 
Astrophysical Journal, 822, 46, 2016

Baba, J., Morokuma-Matsui, K., Miyamoto, Y., Egusa, F., & Kuno, N., “Gas velocity 
patterns in simulated galaxies: observational diagnostics of spiral structure theories” , 
Monthly Notices of the Royal Astronomical Society, 460, 2472, 2016

Carniani, S., Marconi, A., Maiolino, R., Balmaverde, B., Brusa, M., Cano-Diaz, M., 
Cicone, C., Comastri, A., Cresci, G., Fiore, F., Feruglio, C., La Franca, F., Mainieri, V., 
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Matsuoka, Y., Onoue, M., Kashikawa, N., Iwasawa, K., Strauss, M., Nagao, T., Imanishi, M., 
Niida, M., Toba, Y., Akiyama, M., Asami, N., Bosch, J., Foucaud, S., Furusawa, H., Goto, 
T., Gunn, J., Harikane, Y., Ikeda, H., Kawaguchi, T., Kikuta, S., Komiyama, Y., Lupton, R., 
Minezaki, T., Miyazaki, S., Morokuma, T., Murayama, H., Nishizawa, A., Ono, Y., Ouchi, 
M., Price, P., Sameshima, H., Silverman, J., Sugiyama, N., Tait, P., Takada, M., Takata, 
T., Tanaka, M., Tang, J., & Utsumi, Y., “Subaru high-z  exploration of low-luminosity 
quasars (SHELLQs). I. Discovery of 15 quasars and bright galaxies at 5.7 < z < 6.9” , The 
Astrophysical Journal, 828, 26, 2016
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Ly, C., Malkan, M., Rigby, J., & Nagao, T., “The Metal Abundance across Cosmic Time 
(MACT) Survey. II. Evolution of the Mass-Metallicity Relation over 8 Billion Years, Using 
[OIII]4363A-based Metallicities” , The Astrophysical Journal, 828, 67, 2016

Niida, M., Nagao, T., Ikeda, H., Matsuoka, K., Kobayashi, M., Toba, Y., & Taniguchi, Y.,
“Revisiting the Completeness and the Luminosity Function in High-Redshift Low-
Luminosity Quasar Surveys” , The Astrophysical Journal, 832, 208, 2016

Terao, K., Nagao, T., Hashimoto, T., Yanagisawa, K., Matsuoka, K., Toba, Y., Ikeda, H., & 
Taniguchi, Y., “Near-infrared Spectroscopy of Nearby Seyfert Galaxies: Is There Evidence 
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2016
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2016
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３．２　学会発表
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ンパス（2016 年 8 月）
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Taniguchi, Y., “The faint end of the quasar luminosity function at z ~ 5 explored with the 
HSC-SSP data” , HSC collaboration meeting, 東京大学柏キャンパス（2016 年 8 月）
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galaxy survey. I. Selection and initial results” , 日本天文学会 2016 年秋季年会 , 愛媛大学城
北キャンパス（2016 年 9 月）

川勝 望・紀 基樹・輪島清昭・和田桂一・長尾 透 , 「パーセクスケール電波ローブの非対称性
から探る 3C84 の中心核構造」, 日本天文学会 2016 年秋季年会 , 愛媛大学城北キャンパス（2016
年 9 月）
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加藤貴弘・Ji-an Jiang・小久保充・土居 守・長尾 透・Kuncarayakti, H.・Blinnikov, S., 「可
視光短時間光度変動を用いた低質量銀河中心ブラックホール探査」, 日本天文学会 2016 年秋
季年会 , 愛媛大学城北キャンパス（2016 年 9 月）

尾上匡房・柏川伸成・利川 潤・田中賢幸・松岡良樹・内山久和・秋山正幸・鳥羽儀樹・長尾 透・
Michael Strauss, 「HSC すばる戦略枠観測サーベイによるクェーサー多重系周囲の環境調査」, 
日本天文学会 2016 年秋季年会 , 愛媛大学城北キャンパス（2016 年 9 月）

樋口 諒・大内正己・小野宜昭・澁谷隆俊・今野 彰・播金優一・日下部晴香・柏川伸成・松岡
良樹・長尾 透・仁井田真奈・川口俊宏・他 HSC Project 84/85 Collaboration, 「z ~ 6 Ly α 
Emitters の Ly α光度関数と宇宙再電離」, 日本天文学会 2016 年秋季年会 , 愛媛大学城北キャ
ンパス（2016 年 9 月）

熊本 淳・馬場淳一・斎藤貴之 , 「円盤銀河における星の年齢速度分散関係の起源」, 日本天文
学会 2016 年秋季年会 , 愛媛大学城北キャンパス（2016 年 9 月）

太田耕司・世古明史・青野佑弥・羽部朝男・藤本裕輔・馬場淳一 , 「棒渦巻銀河の棒部におけ
る星形成の抑制」, 日本天文学会 2016 年秋季年会 , 愛媛大学城北キャンパス（2016 年 9 月）

Nagao, T., “Japanese facilities, Subaru's future, and EAO” , East-Asia AGN Workshop 
2016, Seoul National University (2016 年 9 月 )

Toba, Y., & Nagao, T., “Search for Hyperluminous Infrared Dust-obscured Galaxies 
Selected with WISE and SDSS” , East-Asia AGN Workshop 2016, Seoul National 
University (2016 年 9 月 )

Terao, K., Nagao, T., Hashimoto, T., Yanagisawa, K., Matsuoka, K., Toba, Y., Ikeda, H., 
& Taniguchi, Y., “Near-infrared spectroscopy of Seyfert galaxies for examining the 
ionization mechanism of narrow-line regions” , East-Asia AGN Workshop 2016, Seoul 
National University (2016 年 9 月 )

Nobuhara, K., Nagao, T., & the HSC Project 41 members, “HSC-FIRST radio galaxy 
survey: Selection and initial results” , East-Asia AGN Workshop 2016, Seoul National 
University (2016 年 9 月 )

Ogura, K., Nagao, T., Imanishi, M., Kashikawa, N., Taniguchi, Y., Kajisawa, M., Shioya, 
Y., Kobayashi, M., Toba, Y., & Nobuhara, K., “Investigating the structure formation in 
the Universe based on quasar absorption-line systems” , East-Asia AGN Workshop 2016, 
Seoul National University (2016 年 9 月 )

Niida, M., Nagao, T., Ikeda, H., Akiyama, M., Matsuoka, K., Toba, Y., Kobayashi, M., & 
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Taniguchi, Y., “The faint end of the quasar luminosity function at z  ~ 5 explored with 
the Subaru Hyper Suprime-Cam data” , East-Asia AGN Workshop 2016, Seoul National 
University (2016 年 9 月 )

Ikeda, H., Nagao, T., Matsuoka, K., Taniguchi, Y., Kajisawa, M., & Akiyama, M., “The 
Quasar-LBG Two-point Angular Cross-correlation Function at z  ~ 4 in the COSMOS 
Field” , East-Asia AGN Workshop 2016, Seoul National University (2016 年 9 月 )

Nitta, Y., Nagao, T., Terao, K., Kawasaki, K., & Matsuoka, K., “Studying the redshift 
evolution of narrow-line regions in the active galactic nucleus” , East-Asia AGN Workshop 
2016, Seoul National University (2016 年 9 月 )

Taniguchi, Y., & Kajisawa, M., “What control the star formation quenching in massive 
galaxies at high redshift ?” Interstellar Hydrogen Workshop, Sakata & Hirata Hall, 名古
屋大学（2016 年 9 月）

仁井田真奈・長尾 透・池田浩之・秋山正幸・松岡健太・鳥羽儀樹・小林正和・谷口義明 ,
「HSC データに基づく z ~ 5 低光度クェーサー探査の進捗及び分光 follow-up 観測の結果」,  
SWANS 理論班検討会 , 呉市海事歴史科学館 (2016 年 10 月 )

川崎光太・長尾 透・鳥羽儀樹・寺尾航暉 , 「可視光輝線診断による低金属量 AGN 探査」, 初代星・
初代銀河研究会 2016, 金沢歌劇座，石川県 (2016 年 10 月 )

泉 拓磨・長尾 透 , “SHELLQs [CII] observations” , 銀河微細構造輝線勉強会 , 大阪産業大
学梅田サテライト教室 (2016 年 11 月 )

Terao, K., Nagao, T., Hashimoto, T., Yanagisawa, K., Matsuoka, K., Ikeda, H., Toba, 
Y., & Taniguchi, Y., “Near-infrared spectroscopy of Seyfert galaxies for examining the 
ionization mechanism of narrow-line regions” , “Panoramas of the Evolving Cosmos”  
The 6th Subaru International Conference, 広島国際会議場 (2016 年 11 月 )

Ogura, K., Nagao, T., Imanishi, M., Kashikawa, N., Taniguchi, Y., Kajisawa, M., Shioya, 
Y., Kobayashi, M., Toba, Y., & Nobuhara, K., “A search for over-density regions through 
damped Ly-alpha absorption systems” , “Panoramas of the Evolving Cosmos”  The 6th 
Subaru International Conference, 広島国際会議場 (2016 年 11 月 )

Nitta, Y., Nagao, T., Terao, K., Kawasaki, K., & Matsuoka, K., “Studying the redshift 
evolution of narrow-line regions in the active galactic nucleus” , “Panoramas of the 
Evolving Cosmos” The 6th Subaru International Conference, 広島国際会議場 (2016年11月 )

Kawasaki, K., Nagao, T., Toba, Y., Terao, K., & Matsuoka, K., “What determines the 
quasar outflow? -- Statistical analysis of rest-frame UV spectra of BOSS quasars” , 
“Panoramas of the Evolving Cosmos”  The 6th Subaru International Conference, 広島国際
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会議場 (2016 年 11 月 )

Kajisawa, M., “Evolution of galaxies with episodic star formation at 0.2 < z  < 1.0 in 
COSMOS” , “Panoramas of the Evolving Cosmos”  The 6th Subaru International 
Conference, 広島国際会議場 (2016 年 11 月 ) 

Noboriguchi, A., Nagao, T., Niida, M., Nobuhara, K., Toba, Y., Matsuoka, Y., & Onoue, 
M., “Optical properties of Dust-Obscured Galaxies viewed with Hyper Suprime-Cam” , 
“Panoramas of the Evolving Cosmos”  The 6th Subaru International Conference, 広島国際
会議場 (2016 年 11 月 )

Niida, M., Nagao, T., Ikeda, H., Akiyama, M., Toba, Y., Matsuoka, K., Kobayashi, M., & 
Taniguchi, Y., “The faint end of the quasar luminosity function at z  ~ 5 explored with 
the Subaru Hyper Suprime-Cam data” , “Panoramas of the Evolving Cosmos”  The 6th 
Subaru International Conference, 広島国際会議場 (2016 年 11 月 )

Nobuhara, K., & Nagao, T., “HSC-FIRST radio galaxy survey: Selection and initial 
results” , “Panoramas of the Evolving Cosmos”  The 6th Subaru International 
Conference, 広島国際会議場 (2016 年 11 月 )

Silverman, J., Kashino, D., Renzini, A., Daddi, E., Rodighiero, G., Arimoto, N., Nagao, T., 
Sanders, D., Kartaltepe, J., Chu, J., & the FMOS-COSMOS and COSMOS teams, “Physical 
properties of high-z  star-forming galaxies with FMOS-COSMOS” , “Panoramas of the 
Evolving Cosmos” The 6th Subaru International Conference, 広島国際会議場 (2016年11月 )

Toba, Y., Nagao, T., Kajisawa, M., Oogi, T., Akiyama, M., Ikeda, H., Coupon, J., Strauss, 
M. A., Wang, W. -H., Tanaka, M., Niida, M., Imanishi, M., Lee, C. -H., Matsuhara, H., 
Matsuoka, Y., Onoue, M., Terashima, Y., Ueda, Y., Harikane, Y., Komiyama, Y., Miyazaki, 
S., Noboriguchi, A., & Usuda, T., “Clustering properties of infrared bright dust-obscured 
galaxies selected with HSC and WISE” , “Panoramas of the Evolving Cosmos”  The 6th 
Subaru International Conference, 広島国際会議場 (2016 年 11 月 )

川崎光太・長尾 透・鳥羽儀樹・寺尾航暉・松岡健太 , 「輝線診断による低金属量 AGN 探査」, 
超巨大ブラックホール研究推進連絡会第 4 回ワークショップ , 東京大学天文学教育研究セン
ター (2016 年 12 月 )

池田浩之・長尾 透・松岡健太・川勝 望・諸隈智貴 , “Optically faint quasar survey at z ~ 5 
in the CFHTLS wide field” , 超巨大ブラックホール研究推進連絡会第 4 回ワークショップ , 
東京大学天文学教育研究センター (2016 年 12 月 )

Nagao, T., & Matsuoka, Y., “AGN Sciences in the PFS Survey” , the 8th PFS collaboration 
meeting, Johns Hopkins University (2016 年 12 月 )
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Yamashita, T., “Study of Interacting Galaxies by GUNMA Survey” , ALMA Workshop 
“Extensive CO survey of nearby galaxies with ACA” , 国立天文台三鷹 (2016 年 12 月 )

尾中 敬・河野孝太郎・山田 亨・金田英宏・今西昌俊・江上英一・左近 樹・長尾 透・深川美里・
松浦美香子・山本 智・和田武彦・松原英雄・中川貴雄・芝井 広 , 「SPICA が目指すサイエンス」, 
宇宙科学シンポジウム , 宇宙科学研究所 (2017 年 1 月 )
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長尾 透 , 「初期宇宙における巨大ブラックホールの探査」, 第 4 回白眉学際研究ワークショップ , 
京都大学フィールド科学教育センター瀬戸臨海実験所 (2017 年 3 月 )

Nagao, T., “A new survey for radio galaxies with HSC-FIRST” , 新学術領域「なぜ宇宙
は加速するのか？ 徹底的究明と将来への挑戦」シンポジウム , 高エネルギー加速器研究機構 
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化研究の検討状況」, 日本天文学会 2017 年春季年会 , 九州大学伊都キャンパス (2017 年 3 月 )
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members, “Bright End of the UV Luminosity Functions at z = 4–7 Derived with the 100 
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ンパス (2017 年 3 月 )

■ ブラックホール進化研究部門 ■

Yoshida, T., Kawashima, T., & Takahashi, H., “Two Types of Outbursts of the 
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Takahashi, T. et al. (including Awaki, H. and Terashima, Y.), “The ASTRO-H x-ray 
astronomy satellite” , Astronomical Telescopes+Instrumentation, Edinburgh International 
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Mori, K., Tsuru, T. G., Nakazawa, K., Ueda, Y., Okajima, T., Murakami, H., Awaki, H., 
Matsumoto, H., Fukazawa, Y., Tsunemi, H., Takahashi, T. & Zhang, W. W., “A broadband 
x-ray imaging spectroscopy with high-angular resolution: the FORCE mission” , 
Astronomical Telescopes+Instrumentation, Edinburgh International  Conference Centre, 
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Terashima, Y., “X-ray Properties of Optically Faint Sources” , HSC collaboration meeting, 
東京大学柏キャンパス（2016 年 8 月） 

Yoshida, T., “Influences on X-ray Absorption Line Profiles caused by Ultrafast Outflow 
Structure” , The 7th outflow meeting, 山梨県南都留郡鳴沢村（2016 年 9 月）

中村優美子•坪井陽子•寺島雄一•勝田 哲•菅原泰晴 ,「XMM-Newton 衛星で検出されたスー
パーフレア星候補天体」, 日本天文学会 2016 年秋季年会 , 愛媛大学城北キャンパス（2016 年
9 月）

小田紗映子•上田佳宏•谷本 敦•今西昌俊•寺島雄一• Ricci, C., 「超高光度赤外線銀河 UGC 
5101 の広帯域 X 線スペクトル解析」, 日本天文学会 2016 年秋季年会 , 愛媛大学城北キャンパ
ス（2016 年 9 月）
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川室太希•上田佳宏•田崎文得• Ricci, C. •寺島雄一 ,「硬 X 線 (>10 keV) 選択された適度に吸
収を受けた活動銀河核の『すざく』による広帯域 X 線スペクトルの系統的解析」, 日本天文学
会 2016 年秋季年会 , 愛媛大学城北キャンパス（2016 年 9 月）

前田良知•石田 学•飯塚 亮• Serlemitsos, P. • Soong, Y. • Okajima, T. • Mori, H. •林多佳由•
三石郁之•松本浩典•石橋和紀•桜井郁也•田村啓輔•田原 譲•國枝秀世•粟木久光•古澤彰浩•宮
澤拓也•杉田聡司•他「ひとみ」SXT チーム , 「Ｘ線天文衛星『ひとみ (ASTRO-H)』搭載軟 X
線望遠鏡 (SXT) の軌道上での性能評価」, 日本天文学会 2016 年秋季年会 , 愛媛大学城北キャ
ンパス（2016 年 9 月）

粟木久光•國枝秀世•松本浩典•石橋和紀•田村啓輔•田原 譲•三石郁之•古澤彰浩•宮澤拓也•岡
島 崇•森 英之•林多佳由•石田 学•前田良知•飯塚 亮•幅 良統•山内茂雄•杉田聡司•他「ひとみ」
HXT チーム , 「Ｘ線天文衛星『ひとみ (ASTRO-H)』搭載硬 X 線望遠鏡 (HXT) の軌道上での
性能評価」, 日本天文学会 2016 年秋季年会 , 愛媛大学城北キャンパス（2016 年 9 月）
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Okada, G., Minami, S., Sugita, S., Miyazawa, T., & Furuzawa, A.,「ひとみ衛星搭載軟 X 線
望遠鏡 (SXT-S 及び SXT-I) の軌道上での性能」, 日本物理学会 2016 年秋季大会 , 宮崎大学木
花キャンパス（2016 年 9 月）

松本浩典•粟木久光•石田 学•國枝秀世•田原 譲•飯塚 亮•石橋和紀•岡島 崇•田村啓輔•幅 良統
•林多佳由•古澤彰浩•前田良知•三石郁之•森 英之•宮澤拓也•山内茂雄•他ひとみHXTチーム , 

「『ひとみ (ASTRO-H) 』衛星：硬 X 線望遠鏡の軌道上での性能評価」, 日本物理学会 2016 年
秋季大会 , 宮崎大学木花キャンパス（2016 年 9 月）

Toba, Y., Nagao, T., Kajisawa, M., Oogi, T., Akiyama, M., Ikeda, H., Coupon, J., Strauss, 
M. A., Wang, W. -H., Tanaka, M., Niida, M., Imanishi, M., Lee, C. -H., Matsuhara, H., 
Matsuoka, Y., Onoue, M., Terashima, Y., Ueda, Y., Harikane, Y., Komiyama, Y., Miyazaki, 
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galaxies selected with HSC and WISE” , “Panoramas of the Evolving Cosmos”  The 6th 
Subaru International Conference, 広島国際会議場 (2016 年 11 月 )
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Matsumoto, H., Fukazawa, Y., Tsunemi, H., & Takahashi, T., “A broadband X-ray imaging 
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spectroscopy with high-angular resolution: the FORCE mission” , 7 years of MAXI : 
monitoring X-ray transients, RIKEN (2016 年 12 月 )

森 浩二・鶴 剛・中澤知洋・上田佳宏・村上弘志・深沢泰司・粟木久光・松本浩典・岡島 崇・
高橋忠幸・常深 博 , 「軟 X 線から硬 X 線の広帯域を高感度で撮像分光する小型衛星計画」, 第
17 回 宇宙科学シンポジウム , 宇宙科学研究所 (2017 年 1 月 ) 

粟木久光・松本浩典・石田 学・中澤知洋・国分紀秀・田島宏康・深沢泰司・渡辺 伸・幅 良統・
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収を受けた活動銀河核の『すさく』広帯域 X 線スヘクト ル系統解析」, 日本天文学会 2017 年
春季年会、九州大学伊都キャンパス (2017 年 3 月 )
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の開発－」, 日本天文学会 2017 年春季年会、九州大学伊都キャンパス  (2017 年 3 月 )
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聡司・吉田鉄生・他「ひとみ」HXT チーム , 「X 線天文衛星『ひとみ (ASTRO-H)』搭載硬 X 
線望遠鏡 (HXT) の軌道上ての性能評価 II」, 日本天文学会 2017 年春季年会、九州大学伊都キャ
ンパス (2017 年 3 月 )

中澤知洋・森 浩二・村上弘志・久保田あや・寺田幸功・谷津陽一・馬場 彩・幸村孝由・内山
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泰伸・斉藤新也・北山 哲・高橋忠幸・渡辺 伸・中島真也・萩野浩一・松本浩典・古澤彰浩・
鶴 剛・上田佳宏・田中孝明・内田裕之・武田彩希・常深 博・中嶋 大・信川正順・太田直美・
粟木久光・寺島雄一・深沢泰司・高橋弘充・大野雅功・岡島 崇・山口弘悦・森  英之・小高裕
和・他 FORCE WG, 「1–80 keV の広帯域 X 線を高感度で撮像分光する次世代の小型科学衛
星計画 FORCE：2017 年のステータス」, 日本物理学会第 72 回年次大会 , 大阪大学豊中キャ
ンパス (2017 年 3 月 )

Yoshida, T., Kawashima, T., & Takahashi, H., “Long-term Behavior of the Ultraluminous 
X-ray Source NGC1313 X-1” , ULX workshop, 宇宙科学研究所 (2017 年 3 月 )

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

清水 徹・近藤光志，「自発的高速磁気再結合過程の三次元構造の乱流化についての考察」，名古
屋大学宇宙地球環境研究所シミュレーション研究会，東北大学青葉山キャンパス  (2016 年 9 月 )

清水 徹，「一様抵抗において二次元 MHD テアリング不安定性からプラズモイド不安定性は起
せるか？」，平成 28 年度国立極地研究所研究集会「プラズマシート極域電離圏投影問題研究会」・
平成 28 年度名古屋大学宇宙地球環境研究所研究集会「地球磁気圏複合系の科学」，国立極地
研究所（2016 年 9 月）

近藤光志，「Simulation study of the asymmetric magnetic reconnection in the shear flow」，
地球電磁気・地球惑星圏学会 2016 年秋学会，九州大学伊都キャンパス (2016 年 11 月 )

清水 徹・近藤光志，「一様抵抗 MHD モデルにおける間欠的で自発的な 2 次元高速磁気再結合
過程の可能性」，地球電磁気・地球惑星圏学会 2016 年秋学会，九州大学伊都キャンパス (2016
年 11 月 )

坂口達哉・近藤光志，「GEOTAIL 衛星による地球磁気圏前面での磁気リコネクションの観測」，
地球電磁気・地球惑星圏学会 2016 年秋学会，九州大学伊都キャンパス (2016 年 11 月 )

丸山翔也・近藤光志，「非対称磁気リコネクションにおける接触不連続面の発達の数値シミュ
レーション」，地球電磁気・地球惑星圏学会 2016 年秋学会，九州大学伊都キャンパス  (2016
年 11 月 )

吉福財希・近藤光志，「太陽活動領域 11158 における磁気リコネクション」，地球電磁気・地
球惑星圏学会 2016 年秋学会，九州大学伊都キャンパス (2016 年 11 月 )

近藤光志，「シアフローと磁気リコネクション 2」，KDK シンポジウム，京都大学生存圏研究
所 (2017 年 3 月 )

清水 徹･近藤光志，「MHD study of plasmoid instability with uniform resistivity」，KDK シ
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ンポジウム，京都大学生存圏研究所 (2017 年 3 月 )

吉福財希･近藤光志・井上 諭，「太陽活動領域 11158 における M6.6,X2.2 クラスフレアに伴う
磁気リコネクション」，KDK シンポジウム，京都大学生存圏研究所 (2017 年 3 月 )

坂口達哉・丸山翔也･近藤光志，「非対称磁気リコネクションにおける不連続構造の数値計算と
衛星観測」，KDK シンポジウム，京都大学生存圏研究所 (2017 年 3 月 )

望月純樹・清水 徹，「磁気流体衝撃波の接線方向不安定性」，KDK シンポジウム，京都大学生
存圏研究所 (2017 年 3 月 )

３．3　招待講演・学会特別講演

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

Nagao, T., “Subaru Wide-Field AGN Survey with HSC: Overview and Initial Results” , 
International Conference “eROSITA/CAASTRO/4MOST Workshop: Follow-up of Wide-
area X-ray Surveys” , Ringberg Castle, Germany (2016 年 4 月 )

馬場淳一 ,「Galactic Habitable Zone - 銀河動力学研究の観点から」, 日本進化学会アストロ
バイオロジー特別セッション , 東京工業大学 (2016 年 8 月 )

Kajisawa, M., “TAC report”, Subaru Users’ Meeting FY2016, 国立天文台三鷹 (2017 年 1 月 )

Nagao, T., “AGN studies through East-Asia collaborations” , Subaru international 
partnership science and instrumentation workshop, 国立天文台三鷹 (2017 年 3 月 )

■ ブラックホール進化研究部門 ■

寺島雄一 , 「AGN フィードバックの X 線観測」, 超巨大ブラックホール研究推進連絡会第４
回ワークショップ , 東京大学天文学教育研究センター (2016 年 12 月 )

３．4　解説記事

粟木久光 , 解説「X 線望遠鏡用ウォルター型ミラーの開発とその利用」, 「光学」日本光学会
編 45 巻 9 号
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　４．社会的活動

４．１　学協会委員など

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

長尾　透
1)　国立天文台 光赤外専門委員会 委員
2)　国立天文台 天文データ専門委員会 委員
3)　国立天文台 すばる小委員会 副委員長
4)　宇宙科学研究所 SPICA Science Task Force 委員
5)　光学赤外線天文学連絡会 運営委員会 委員
6)　光学赤外線天文学連絡会 将来計画検討書編集委員会 委員
7)　TMT International Science Definition Team コアメンバー
8)　ALMA (Atacama Large Millimeter/submillimeter Array)　Cycle 4, Cycle 5 審査員

鍛冶澤　賢
1)　国立天文台ハワイ観測所プログラム小委員会（すばる TAC）委員長

■ ブラックホール進化研究部門 ■

粟木　久光
�)　愛媛県総合科学博物館協議会　委員

寺島　雄一
�)　日本天文学会　年会開催地理事

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

近藤　光志
1)　地球電磁気・地球惑星圏学会　学生発表賞（オーロラメダル）審査員
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４．２　講演会・研究会・他大学での講演

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

馬場淳一 , 「天の川銀河の見つけ方」, 全国同時七夕講演会 , 愛媛大学 (2016 年 7 月 )

長尾 透 , 「太陽と地球環境  ～宇宙と私達～」, 平成 28 年度高大連携授業「環境教育学」, 愛
媛大学附属高等学校 (2016 年 10 月 )

長尾 透 , 「宇宙と私たち」, 国立青少年教育振興機構「子どもゆめ基金助成活動」キャリア教
育カンファレンスえひめ 2016, 松山市コミュニティセンター (2016 年 10 月 )

長尾 透 , 「銀河と巨大ブラックホールの進化」, 天文宇宙の講演会「南極からさぐる宇宙」, 
愛媛大学 (2016 年 12 月 )

■ ブラックホール進化研究部門 ■

粟木久光　「X線で探る宇宙」，四国天文協会愛媛県支部総会講演会 , 愛媛県美術館 (2016年5月 )

粟木久光　「X 線で見た宇宙」，久万高原天体観測館「星の勉強会」，久万高原天体観測館　(2016
年 6 月 )

吉田鉄生 , 「ブラックホールの見つけ方」, 全国同時七夕講演会 , 愛媛大学 (2016 年 7 月 )

粟木久光　「銀河中心に潜む巨大ブラックホール」，平成 28 年度中予コミュニティ・カレッジ「自
然・科学講座」，愛媛県生涯学習センター (2016 年 10 月 )）

粟木久光　「進化する宇宙」， ISTS 愛媛・松山大会地元事業関連企画支援事業「大宇宙の神秘
を求めて」，松山認定こども園 (2016 年 12 月 )

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

清水 徹  「深宇宙探査へのアプローチ」，にぎたつ会講演会，放送大学愛媛学習センター (2016
年 5 月 )

清水 徹　「宇宙天気予報」平成 28 年度高大連携授業，愛媛大学附属高校 (2016 年 8 月 )
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４．３　宇宙進化研究センター談話会

1)　 第 82 回：Malte Schramm 氏（国立天文台光赤外研究部）
Emerging Age of Precision Spectroscopy using Astro-combs: From OAO/
HIDES to TMT
2016 年 5 月 19 日（木）

2)　 第 83 回：馬場淳一 氏（愛媛大学宇宙進化研究センター）
大規模数値シミュレーションで探る円盤銀河の動力学構造と星形成
2016 年 5 月 31 日（火）

3)　 第 84 回：赤堀卓也 氏（鹿児島大学大学院理工学研究科）
センチ波偏波観測のサイエンスと将来計画 SKA
2016 年 6 月 8 日（水）

4)　 第 85 回：松岡健太 氏（京都大学宇宙物理学教室）
星形成光度と活動銀河核光度の関係について
2016 年 7 月 12 日（火）

5)　 第 86 回：中里健一郎 氏（九州大学 基幹教育院）
銀河の金属量進化を考慮した超新星背景ニュートリノ・連星合体による背景重
力波
2016 年 7 月 19 日（火）

6)　 第 87 回：藤田 裕氏 ( 大阪大学 )
ひとみが遺したもの ―銀河団加熱源の手がかり―
2016 年 11 月 9 日（水）

7)　 第 88 回：小島崇史氏（東京大学）
直接温度法て探る z ～ 0 － 2 星形成銀河の N/O と電離パラメータの赤方偏移
進化
2016 年 11 月 25 日（金）

8)　 第 89 回：山下拓時氏（愛媛大学宇宙進化研究センター）
銀河衝突下の近傍高光度赤外線銀河の分子ガスと星形成
2016 年 12 月 19 日（月）

9)　 第 90 回：高棹真介氏（名古屋大学大学院理学研究科）
磁気流体シミュレーションによる太陽フレア研究：活動領域形成から磁気リコ
ネクションによるエネルギー解放まで
2017 年 1 月 20 日（金）
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10)　第 91 回：馬渡 健氏（大阪産業大学）
115 億年前の原始超銀河団における中性水素ガス広視野マッピング
2017 年 2 月 16 日（木）

11)　第 92 回：大西響子 氏（総合研究大学院大学 / 国立天文台）
分子ガスの運動による超巨大ブラックホール質量の精密測定
2017 年 2 月 23 日（木）

12)　第 93 回：Benjamin Wu 氏（国立天文台）
Star cluster formation triggered by giant molecular cloud collisions
2017 年 2 月 27 日（月）

13)　第 94 回：松林和也氏（国立天文台）
京大 - 岡山 3.8 m 望遠鏡計画と可視光面分光装置 KOOLS-IFU
2017 年 3 月 6 日（月）

14)　第 95 回：井上 諭氏（名古屋大学 宇宙地球環境研究所）
太陽コロナにおける磁気フラックスチューブの形成と放出過程の非線形ダイ
ナミクス
2017 年 3 月 9 日（木）

４．４　講演会・研究会など（センター主催・共催・協力など）

1)　全国同時七夕講演会「宇宙への招待」
　　期日　　　：2016 年 7 月 9 日
　　会場　　　：愛媛大学南加記念ホール
　　主催者　　：愛媛大学宇宙進化研究センター
　　演題・講師：「天の川銀河の見つけ方」
　　　　　　　　　　　愛媛大学宇宙進化研究センター　特定研究員　馬場淳一
　　　　　　　　「ブラックホールの見つけ方」
　　　　　　　　　　　愛媛大学宇宙進化研究センター　特定研究員　吉田鉄生
　　参加人数　：148 人

2)　日本天文学会 2016 年秋季年会
　　期日　　　：2016 年 9 月 14 日～ 9 月 16 日
　　会場　　　：愛媛大学城北キャンパス
　　主催　　　：日本天文学会
　　参加人数　：890 人
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3)　日本天文学会公開講演会「宇宙の誕生と進化」 
　　期日　　　：2016 年 9 月 17 日
　　会場　　　：愛媛大学　南加記念ホール
　　主催　　　：日本天文学会
　　後援　　　：愛媛大学
　　演題・講師：「星の誕生と進化」　国立天文台天文情報センター　准教授　山岡 均
　　　　　　　　「超新星で探る宇宙の誕生と進化」　東京大学理学系研究科　教授　土居 守
　　　　　　　　「大規模構造で探る宇宙の誕生と進化」
　　　　　　　　　　　東京大学カブリ数物連携宇宙研究機構　教授　高田昌広
　　参加人数　：254 人

4)　天文宇宙の講演会「南極からさぐる宇宙」
　　期日　　　：2016 年 12 月 4 日
　　会場　　　：愛媛大学　南加記念ホール
　　共催　　　：筑波大学宇宙観測研究室、愛媛大学宇宙進化研究センター
　　演題・講師：「銀河と巨大ブラックホールの進化」
　　　　　　　　　　　愛媛大学宇宙進化研究センター　教授　長尾 透
　　　　　　　　「南極に電波望遠鏡を作る」　筑波大学　教授　中井直正
　　参加人数　：82 人
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　５．国際的活動

５．１　国際共同研究

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

長尾　透
1) 2013 年～　Subaru/Hyper-Suprime-Cam 広域撮像観測：AGN WG chair, プリンストン

大学，台湾中央研究院など
2) 2013 年～　Subaru/Prime-Focus-Spectrograph 広域分光観測： AGN WG chair, プリン

ストン大学，台湾中央研究院，カリフォルニア工科大学など
3) 2013 年～　すばる深宇宙探査プロジェクト (SDF) による遠方銀河観測 , カリフォルニア

大学，米航空宇宙局など
4) 2013 年～　欧州南天天文台やアルマ望遠鏡を用いた宇宙化学進化の観測的研究 , ケンブ

リッジ大学，フィレンツェ大学，欧州南天天文台など
5) 2013 年～　国際赤外線天文衛星 SPICA プロジェクト , オランダ宇宙研究機関など

■ ブラックホール進化研究部門 ■

粟木　久光
1) 2008 年～　国際 X 線天文衛星 ASTRO-H プロジェクトメンバー，米航空宇宙局，ヨーロッ

パ宇宙機関など
2) 2015 年～　国際 X 線天文衛星 Athena Telescope-Working Group メンバー，ヨーロッパ宇宙機関

寺島　雄一
1)　2007 年～　硬 X 線で選択された活動銀河のすざく衛星による追観測，メリーランド大
2)　2008 年～　国際 X 線天文衛星 ASTRO-H プロジェクトメンバー，米航空宇宙局，ヨーロッ

パ宇宙機関など
3)　2015 年～　国際 X 線天文衛星 Athena Sub-Working Group メンバー，ヨーロッパ宇宙機関
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５．２　海外出張（海外調査・国際学会など）

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

長尾　透
1)　2016.4.24 ～ 2016.4.29,　国際共同研究 , ドイツ
2)　2016.6.18 ～ 2016.6.25,　研究審査委員会 , オーストリア
3)　2016.9.21 ～ 2016.9.24,　国際共同研究 , 韓国
4)　2016.12.11 ～ 2016.12.20,　国際共同研究 , アメリカ合衆国

鍛冶澤　賢
1)　2016.7.11 ～ 2016.7.18,　共同利用観測 , アメリカ合衆国
2)　2017.1.3 ～ 2017.1.8, 　共同利用観測 , アメリカ合衆国

■ ブラックホール進化研究部門 ■

粟木　久光
1)　2016.6.23 ～ 2016.7.2，研究成果発表 ,　イギリス
2)　2017.1.29 ～ 2017.2.2，研究打ち合せ・情報収集，アメリカ合衆国
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　６．学際的活動・共同研究

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

長尾　透
宇宙科学研究所　大学共同利用システム研究員（プロジェクト名：SPICA）

■ ブラックホール進化研究部門 ■

粟木　久光
宇宙科学研究所　プロジェクト共同研究員（プロジェクト名：ASTRO-H）
宇宙科学研究所　大学共同利用システム研究員

寺島　雄一
宇宙科学研究所　プロジェクト共同研究員（プロジェクト名：ASTRO-H）

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

清水　徹
2016 年度 京都大学生存圏研究所　電波科学計算機実験共同利用　研究課題「自発的高速磁気
再結合過程の三次元不安定性の数値的研究」

近藤　光志
2016 年度　名古屋大学 STE 研究所　計算機利用共同研究
2016 年度　京都大学生存圏研究所　電波科学計算機実験利用共同研究
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　７．研究助成費

７．１　科学研究費補助金  （金額の単位：万円）

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

長尾　透
2016　基盤研究 (B) 16H03958「すばる HSC サーベイを軸とした広域全波長探査で暴く巨大

ブラックホール進化の全貌」 221
2016　新学術領域研究「なぜ宇宙は加速するのか？」公募研究 16H01101「最遠方電波銀河

の探査による初期宇宙での大質量銀河および原始銀河団の研究」 104

■ ブラックホール進化研究部門 ■

粟木　久光
2016  基盤研究 (A)　15H02070 「硬 X 線望遠鏡で探る活動銀河核の構造と進化」 560 

寺島　雄一
2016　基盤研究 (C)　16K05296 ( 代表 ) 「X 線精密分光とスペクトル変動観測によるブラッ

クホールと銀河の共進化の研究」 80
2016　基盤研究 (A)　15H02070 ( 分担 ) 「硬 X 線望遠鏡で探る活動銀河核の構造と進化」　100

７．２　その他の助成費  （金額の単位：万円）

■ ブラックホール進化研究部門 ■

粟木　久光
2016　 JAXA 施設等利用共同研究（宇宙放射線）「非球面Ｘ線望遠鏡用基板の表面平滑化技術

の確立」 48
2016 　JAXA 搭載機器基礎開発実験費　「高精度反射鏡位置決め機構の開発」 150
2016 　愛媛大学研究活性化事業（炭素繊維複合材料研究ユニット） 50
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　８．特許

粟木　久光
1．ＦＲＰ製ミラー構造体、ＦＲＰ製ミラー構造体の製造方法、および、望遠鏡
 ( 無吸湿ミラー）
特願 2016-116368 提出日：2016 年 6 月 10 日

2．ＦＲＰ製ミラー構造体、ＦＲＰ製ミラー構造体の製造方法、および、望遠鏡
(PI フィルムを適用したミラー )
特願 2016-116376 提出日：2016 年 6 月 10 日
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　９．教育活動

９．１　卒業論文・修士論文・博士論文　題目

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

[ 大学院博士前期課程 ]
大城　円香：COSMOS 領域における 0.4 ≦ zph ≦ 0.7 での強い [OIII] 輝線を示す銀河の性質
川崎　光太：Spectroscopic search for low-metallicity active galactic nuclei through emission-

line ratios
工野　瑞季：赤方偏移 z ~ 0.2 － 1.0 のバースト的な星形成をする銀河の形態に関する研究
延原　広大：A new radio galaxy survey with Subaru Hyper Suprime Cam
坂東　卓弥：COSMOS 領域における 0.2 < z < 1.2 の銀河の性質とクラスタリングの関係

[ 学部 ]
熊澤　文　：赤方偏移 0.5 < z < 0.9 における clumpy 銀河のガスの金属量についての研究
佐藤　佑樹：z < 1 における星形成を終えた銀河の軸比分布とその進化
下野　翔　：Ultra-VISTA のデータを用いた高赤方偏移輝線銀河の性質についての研究
樋本　一晴：COSMOS 領域の HST データを用いた z = 0.7 － 0.9 における合体銀河探査及び

その性質に関する研究
山下　祐依：z = 2.4 の 53W002 原始銀河団領域における Ly α輝線銀河の性質

■ ブラックホール進化研究部門 ■

[ 学部 ]
岩切　駿　：高角度分解能 X 線望遠鏡用反射鏡基板の位置決め機構の開発
大上　千智：X 線望遠鏡用 CFRP 基板の吸湿対策と鏡面形成についての研究
黒木　舜史：セイファート銀河の硬 X 線強度変動と中心ブラックホール質量の関係
西岡　裕起：X 線望遠鏡用 CFRP 基板のプリントスルー抑制法開発と評価システムの構築 
宮崎　翔　：Clumpy Torus を持つ活動銀河核スペクトルのシミュレーション法の開発
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■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■
[ 学部 ]
津田　菜希：密度・温度非対称プラズマの磁気リコネクション
望月　純樹：一様抵抗プラズモイド不安定性に関する磁気流体計算の検証、一様抵抗と異常抵

抗の比較による数値粘性の評価
西村　勇輝：磁気流体衝撃波の接線方向不安定性
俵　　海人：一様抵抗プラズモイド不安定性に関する磁気流体計算の検証、電流飽和機構の視

点からみた数値粘性の評価

８．２　講義・集中講義

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

長尾　透
2016 年度
　前期　新入生セミナー A　愛媛大学共通教育
　前期　物理学序論　愛媛大学理学部
　前期　卒業研究 I　愛媛大学理学部
　前期　銀河宇宙物理学　愛媛大学大学院理工学研究科
　前期　物理学ゼミナール I　愛媛大学大学院理工学研究科
　前期　物理学ゼミナール III　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　力学 I　愛媛大学理学部
　後期　力学演習 I　愛媛大学理学部
　後期　宇宙物理学実習　愛媛大学理学部
　後期　卒業研究 II　愛媛大学理学部
　後期　物理学ゼミナール II　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物理学ゼミナール IV　愛媛大学大学院理工学研究科
 　
鍛冶澤　賢
2016 年度
　前期　基礎物理学実験　愛媛大学理学部
　前期　宇宙物理学セミナー I　愛媛大学理学部
　前期　卒業研究 I　愛媛大学理学部
　前期　物理学ゼミナール I　愛媛大学大学院理工学研究科
　前期　物理学ゼミナール III　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物理学実験 I　愛媛大学理学部
　後期　卒業研究 II　愛媛大学理学部
　後期　物理学ゼミナール II　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物理学ゼミナール IV　愛媛大学大学院理工学研究科
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■ ブラックホール進化研究部門 ■

粟木　久光
2016 年度
　前期　基礎電磁気学　愛媛大学共通教育
　前期　物理学実験 II　愛媛大学理学部
　前期　宇宙物理学セミナー III　愛媛大学理学部
　前期　卒業研究 I　愛媛大学理学部
　前期　物理学ゼミナール I　愛媛大学大学院理工学研究科
　前期　物理学ゼミナール III　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物理実験学　愛媛大学理学部
　後期　物理学実験 III　愛媛大学理学部
　後期　卒業研究 II　愛媛大学理学部
　後期　力学特論　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物理学ゼミナール II　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物理学ゼミナール IV　愛媛大学大学院理工学研究科
　前期　基礎物理科学特論 III　愛媛大学大学院理工学研究科

寺島　雄一
2016 年度
　前期　基礎電磁気学　愛媛大学共通教育
　前期　天文学　愛媛大学理学部
　前期　物理学実験 II　愛媛大学理学部
　前期　卒業研究 I　愛媛大学理学部
　前期　物理学ゼミナール I　愛媛大学大学院理工学研究科
　前期　物理学ゼミナール III　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　宇宙物理学セミナー IV　愛媛大学理学部
　後期　物理学実験 III　愛媛大学理学部
　後期　卒業研究 II　愛媛大学理学部
　後期　物理学ゼミナール II　愛媛大学大学院理工学研究科　
　後期　物理学ゼミナール IV　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　基礎物理科学特論 VI　愛媛大学大学院理工学研究科

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

清水　徹
2016 年度
　前期　物理学　愛媛大学共通教育
　前期　卒業研究 I　愛媛大学理学部
　前期　物理学ゼミナール I　愛媛大学大学院理工学研究科
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　前期　物理学ゼミナール III　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　卒業研究 II　愛媛大学理学部
　後期　電磁気学演習 III　愛媛大学理学部
　後期　宇宙プラズマ物理学　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物理学ゼミナール II　愛媛大学大学院理工学研究科　
　後期　物理学ゼミナール IV　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物性科学特論 VII　愛媛大学大学院理工学研究科

近藤　光志
2016 年度
　前期　物理学実験Ⅱ　愛媛大学理学部
　前期　卒業研究 I　愛媛大学理学部
　前期　物理学ゼミナール I　愛媛大学大学院理工学研究科
　前期　物理学ゼミナールⅢ　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　宇宙物理学セミナーⅡ　愛媛大学理学部
　後期　宇宙物理学実習　愛媛大学理学部
　後期　電磁気学Ⅲ　愛媛大学理学部
　後期　物理学実験Ⅲ　愛媛大学理学部
　後期　卒業研究Ⅱ　愛媛大学理学部
　後期　物理学ゼミナールⅡ　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物理学ゼミナールⅣ　愛媛大学大学院理工学研究科
　集中講義　宇宙環境入門　放送大学
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　10．広報

10．１　宇宙進化研究センターニュース

宇宙進化研究センターニュース　No.18
目次
　　センター長あいさつ
　　国際会議報告
　　大学院生の活動状況
　　ニュース
　　　　全国同時七夕講演会を開催
　　　　宇宙を学べる大学合同進学説明会（九州）
　　　　日本天文学会 �0�6 年秋季年会を開催
　　最新の研究紹介
　　センター談話会
　　学会等発表

宇宙進化研究センターニュース　No.19
目次
　　センター長就任のあいさつ
　　新メンバー紹介
　　国際会議報告
　　大学院生の活動状況
　　ニュース
　　　　すばる小委員会＠松山
　　　　宇宙物理学コース鹿児島大学観測実習
　　センター談話会
　　学位論文
　　学会等発表
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　11．運営委員会

委員長  粟木　久光 理工学研究科教授（兼任）
委員  長尾　透 宇宙進化研究センター教授
委員  清水　徹 宇宙進化研究センター准教授
委員  松岡　良樹 宇宙進化研究センター准教授
委員  近藤　光志 宇宙進化研究センター助教
委員  寺島　雄一 理工学研究科教授（兼任）
委員  鍛冶澤　賢 理工学研究科准教授（兼任）
委員  菊川　昭治 研究支援部長
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　12．センター規則および運営委員会規定

愛媛大学宇宙進化研究センター規則

平成１９年１０月１０日
規則第１５０ 号

（趣旨）
第１条　この規則は，国立大学法人愛媛大学基本規則第３０条第２項の規定に基づき，愛媛大

学宇宙進化研究センター（以下「センター」という。）の組織及び運営に関し，必要な
事項を定めるものとする。

（目的）
第２条　センターは，理学及び工学の融合並びに国内外の関連研究機関との連携を図り，宇宙

全体の進化に関する研究及び教育を行うことにより，新たな学問領域の創成と当該学術
分野の発展に貢献することを目的とする。

（研究部門）
第３条　前条の目的を達成するため，センターに次の各号に掲げる研究部門を置く。
　（1） 宇宙大規模構造進化研究部門
　（2） ブラックホール進化研究部門
　（3） 宇宙プラズマ環境研究部門

（組織）
第４条　センターに，次の各号に掲げる職員を置く。
　（1） センター長
　（2） 専任教員
　（3） 兼任教員
　（4） その他必要な職員（以下「センター職員」という。）

（先端研究推進会議）
第５条　センターの業務に関する重要な事項は，愛媛大学先端研究・学術推進機構先端研究推

進会議（以下「先端研究推進会議」という。）において審議する。
（運営委員会）
第６条　センターの運営に関する事項を審議するため，センター運営委員会（以下「運営 委

員会」という。）を置く。
　　２　 運営委員会に関する規程は，別に定める。

（センター長）
第７条　センター長候補者は，愛媛大学（以下「本学」という。）の専任教授のうちから先端

研究推進会議が推薦し，学長が選考する。
　　２　 センター長の任期は，２年とし，再任を妨げない。ただし，補欠により任命された

センター長の任期は，前任者の残任期間とする。
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（専任教員）
第８条　専任教員は，先端研究推進会議が推薦し，学長が選考する。

（兼任教員）
第９条　兼任教員は，本学の専任教員のうちから，当該教員の所属する学部等の長と協議 の上，

センター長が学長に推薦し，学長が任命する。
　　２　 兼任教員の任期は，２年とし，再任を妨げない。ただし，補欠により任命された兼

任教員の任期は，前任者の残任期間とする。
（職務）
第 10 条　センター長は，センターの業務を掌理する。
　　２　 専任教員は，センター長の職務を助け，センターの業務を遂行する。
　　３　 兼任教員は，センターの研究計画に基づき，研究に従事する。
　　４　 センター職員は，センターの業務に従事する。

（客員教授等）
第 11 条　センターに，客員教授又は客員准教授（以下「客員教授等」という。）を置く こと

ができる。
　　２　 客員教授等の選考は，国立大学法人愛媛大学客員教授等称号付与規程の定めるとこ

ろによる。
（研究員）
第 12 条　センターに，研究員を置くことができる。
　　２　 研究員は，センターの研究計画に基づき，研究に従事するものとする。
　　３　 研究員は，本学の専任教員のうちから運営委員会の推薦により，学長が任命する。
　　４　 研究員の任期は２年以内とし，再任を妨げない。

（客員研究員）
第 13 条　センターに，客員研究員を置くことができる。
　　２　 客員研究員の選考は，愛媛大学客員研究員規程の定めるところによる。

（研究協力者）
第 14 条　センターに研究協力者を置くことができる。
　　２　 研究協力者は，センター長があらかじめ定めた期間，センターの研究活動を補助する。
　　３　 研究協力者は，センターの研究に係る知識，経験を有する者のうちから，センター

長が委嘱する。
（事務）
第 15 条　センターに関する事務は，研究支援部研究拠点事務課において処理する。

（雑則）
第 16 条　この規則に定めるものほか，センターに関し必要な事項は，別に定める。

附則
　１　 この規則は，平成１９年１１月１日から施行する。
　２　 この規則施行後，最初に任命されるセンター長及び兼任教員の任期は，第７条第２項 

及び第９条第２項の規定にかかわらず，平成２１年３月３１日までとする。
附則
　この規則は，平成２０年４月１日から施行する。
附則 
　この規則は，平成２２年４月１４日から施行し，平成２２年４月１日から適用する。 
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附則 
　この規則は，平成２３年４月１日から施行する。 
附則 
　この規則は，平成２５年４月１日から施行する。 
附則 
　この規則は，平成２５年７月２５日から施行する。 
附則 
　この規則は，平成２６年６月１１日から施行する。
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愛媛大学宇宙進化研究センター運営委員会規程

平成１９年１０月１０日
規則第１５１ 号

（趣旨）
第１条　この規程は，愛媛大学宇宙進化研究センター規則第６条第 � 項の規定に基づき，愛

媛大学宇宙進化研究センター運営委員会（以下「運営委員会」という。）の組織及び運
営に関し，必要な事項を定めるものとする。

（審議事項）
第２条　運営委員会は，次の各号に掲げる事項を審議する。
　（1） 愛媛大学宇宙進化研究センター（以下「センター」という。）の運営に関する基本事項

に関すること。
　（2） センターの予算及び決算に関すること。
　（3） その他センターの運営に関すること。

（組織）
第３条　運営委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。
　（1） センター長
　（2） 専任教員
　（3） 兼任教員
　（4） 研究支援部長
　（5） その他委員長が必要と認めた者
　　２　 前項第５号の委員は，運営委員会の議を経て委員長が推薦し，学長が任命する。

（委員長）
第４条　運営委員会に委員長を置き，センター長をもって充てる。
　　２　委員長は，運営委員会を招集し，その議長となる。
　　３　委員長に事故があるときは，委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代行する。

（議事）
第５条　運営委員会は，委員（代理者を含む。以下同じ。）の過半数が出席しなければ議事を

開くことができない。
　　２　 議事は，出席した委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長の決すると

ころによる。
（委員以外の者の出席）
第６条　委員長が必要と認めるときは，委員以外の者を委員会に出席させ，説明又は意見を聴

くことができる。
（専門委員会）
第７条　運営委員会は，専門的事項を調査検討するため，専門委員会を置くことができる。
　　２　専門委員会に関する事項は，運営委員会が定める。

（事務）
第８条　運営委員会に関する事務は，研究支援部研究拠点事務課において処理する。

（雑則）
第９条　この規程に定めるもののほか，運営委員会の運営に関し必要な事項は，運営委員会が

定める。
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附則
　この規程は，平成１９年１１月１日から施行する。
附則
　この規程は，平成２０年４月１日から施行する。 
附則
　この規程は，平成２５年４月１日から施行する。
附則 
　この規程は，平成２９年４月１日から施行する。
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平成 28 年９月 14 日付 愛媛新聞
（愛媛新聞社提供）
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